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ニ於

台、

えな

ャm
j」却。

詰3

し

る。

ユシテヲリマス。 ノ

ヌト先へ

となり，

7月16fHこは，



日ノウチニコレヲ

イj ことであったの

5月，

ノレ
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れたのである。

ヲ れたりした。

以上のように， 思本における

とく

-Cl-

d:: 

2. 

れている。

色5



年 月

明治 43.4 幼年職工養成所〔3年〕

14～17裁高小卒

号lj 手ト 〔1年〕 ！議主補習部

従業員子弟 〔1年以内］

14設以上 製鉄所職：I二

［約6ヶ}J〕

組長， f五長

10 I 戦士養成所

（名弥変更〉

2. 5 I職工養成所本科〔2年〕 5せ 科 捕説会ふ

同 上 F可

8. 4 I （ ヶ年でrf=r.Jl::)

補宮部 ( 1年〕！専務部 (6 

0捷努m：前期終了 1壬i三社上 j (I議工の捕努教育）
。3年以上製鉄所i段工

普通部〔予科1年〕

〔本科1年）I o 

23～特設実務3年以上

7 I教習所普通部 川年〕

。5年以上

。専修部卒と開等 I 0替選部卒2年以上実務
11. 1 I教育昂簡1参照

出所： F八謡製鉄資料教育編j （昭和22年5月）， r日本鞍業認II線発展吏j より作成

10. 10 

昭和

るのかJ と開くと Fおまえはこのごろ入ったのに

うし、うことがわかる

〔8ヶ月以上1年l.J、
民主

間

らぬJ とか｛可とかし、ってラ開いたと

ころで，だれもおしえてくれはしなかったわけで、

すこ，

しなかっナこと思い

れているのである。
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〔欝 1〕 八騒製鉄所教青島教育接議

(2年）……国民学校卒業3ヶ月以内

(2年以内）……第一以外の鹿民学校卒業者 If 

(2年） ....・ H ・－普通科卒業者中より中堅工員三ど義成

(6ヶ月）……中堅工員中より幹部工員を養成

1 (ff) ( 2年） ....・ H ・－中等学校卒業者より技指職員を養成

2部何年） ...・ M ・－－中等科又はドj:1等学校卒業生にして 5年

以上の労働体験を有する者の中より補助技議議員を養成

科（4年〉

投開

h
Hノ
ト
Jm

(1年 3ヶ月）満19議以上の新入工員の短期養成

出所： f教育局機構概嬰Jによる。（昭和17年11）お

ノレカラヂアラウoJ

る。
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約四議未満で、入験した者第二普通科に入り其飽は龍記進路に同じ

初日ィ；議以上で入識した者

器所：濁1幹二時ヒ

た。

う

-6号



議 i；設

計 i練

_L. 

／＼ 

四
四 i七

四
i中

九八九回九西九部九四九四九四九回九関
IJQ 
関九九西九八 四九 額九九八 区九！ 

八鶴 八田 九ノ＼ 
題 四

科治

八 八

資料によ

以降

1日養成｝丸誌は， 11~ヰ設けられる。

（但し 11多主主教殺は別に扱う）

施

部
議員 E立 一 部

科 I 2年
成所 j 中 季；

字？ ! 6ヶjヨ

合許

328 

224 

約2穿550

I 1 
3月まで続く

円。
同

h
u
h
ツ

l, 602 

出所： F日鉄時代八i器製鉄所における教育の歴史（未定稿泊より作成。

昭和弘5.1 と若干呉る所がある。

昭和18年5月2013付資料での在籍人員は普通科1年l,109 2年776

中等科1年630 2年193 高等科lH となており，特に 中等詳の人数がったきく食し 持故違うかき不開。

な

あったc

］の てヲ

し、。

曇，

しかしそれ

しラ

- 7会



（教育セγター繁華等7
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えるだろう。

ri. 

2. ハンマ｝を正しく

せる。当るようになると

3. ハンマーが正しく当るとハンマー

く

4. と

る。

6. 

ヲ，

'-

となってからはヲ

べられているようにラ

く出ていたのであろう。昭和18, 9年とい

それも必然であったと言え

る。

っすこG

、、2
F

〆、、
3
2
J

、、，，
zJ

－

1
ム
ワ
ム
同
時
。

品〉

5) 

さ

時ぷ
ヴ
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4. それか

1. 

2. 

3. 

り

話 るか

くタッチしていく

れていた。だか

られたとも言える

とは，



しラ

それぞれ

57) 

4
4ふ
門

i





、て

作られたことになる。

の作成の自的として①従 ただろう。

と，②人

76 



12 

9 

11 

7 

c 

c 

B 

B 

数人

aX4 b×2 c×2 

c×1 

b×1 

bXl 

〔褒守〕

ノ名称

熔銑流出挺進

手持チ長ストツバ

H
H〆招口

操作

1 

2 

3 

4 A aXl hXl 

5 B aXl bXl スキン6 

3 A ＆×1 持試料接取？ 

第2 A ＆×1 銑鉄試料接取8 

10 c bXl cXl スミヤγマ議設キ9 

期13 c axl bxl cXl 日間社i10 

....L.‘ 
/'¥ 

ケ

6 

Q 
ぇJ

1 

B 

A 

B 

a×2 b×I cXl 

a×3 bx2 cXl 

bxl 

ツトガンポタ詰

ノ鉱捧片付

11 

都

：部

はなし、。むしろ，

で行ったと雷えるだろう

昭和19年4月で打ち切られたよう

は，戦後，機構の改芋があるま

月

第

一
一
一
ヶ
丹
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さて，



2) 

4) 

5) 

6) 

7) 

8) 

9) 

10) 

11) 

12) 

どのようにつく

らかにすることも

F日本職業訓練発展史く上〉ふ 日

働協会，昭和45年， p

長谷川蕗 昭和27年。関

F科学技布教育の実際く下泊

拐治図番，昭和34年。同 「教育部i競のための作

業分析j, Ir職場教育J東洋経済新報注昭和36年

など，

原1E敏「わが閣の技指数育と教育方設（2) 技指

数育方法史の試みJf技能教育研究」第13号，技

指数音訴究会，昭和53年比手工・工作教詩ごを扱

っている。手工科救護方法についてはラ拙稿「大

正・昭和初期に於ける手工教育の展~M－勾手工科

教授方法を中心に…－J

昭和田年などもある。

If iヨ本職業訓練発露史く下注目本労織

協会，昭和品年 p. 141～145 
F蕗工政策史ぷ第9 昭和36

p.21 

蕗工省臨時産業合理局生産管理委員会 F生－24

ノ改善ヲ呂的トスノレ中央議開設立ぷ昭和

年， p.1

ノ改善」昭和6年， p.2～6
日本工業協会『見習工ノ採舟並養成方法•JJ （第7

回全居続究会速記録），昭和初年， p.77

馬上書 p.83 

時本工業協会「職工養成委員会ノ設置ニツイテJ

ト経済J第61号，昭和13年 p.61～62 
p.63 

F科学主義工業J誌では，昭和13年後半から昭和

80 

13) 

14) 

15) 

16) 

17) 

18) 

19) 

20) 

21) 

22) 

23) 

25) 

26) 

27) 

28) 

29) 

30) 

31) 

32) 

られた。

日本工業協会「ダツチ楼按主実習教種目本版発行

ヅテJF工業ト経済J第77号，昭和14年，p.48

商工省、生産管理委員会 F生－25工業教育ヲ中心ト

シテ見タ我国教育制度ノ改善J昭和13年 p.62 

の部分は，淡路関次郎内議工養成」昭和四年

掲載資料より推測した。

持本工業協会 r工場ニ於ケノレ中堅工ノ議成J昭和

14年 p.

「技能者養成方法－研究会報告J ト経済J第87

昭和15年 p.67 

（到。日本産議言I[綴協会 F産

昭和46年。現代日本産業発達史研

F現代詩；本設業発注史IV鉄鋼J昭和制年岱出

ド宮本技部教育史J，岩内亮…「企業内熟

議形成制度の誰：務JF世界教育史体系32技指数育

史Ji昭和53年。

昭和4約三， p.85, 

F括本近代製鉄技指発達史J

昭和i12年， p.647～648t；こよ
（生） p. 50 

…誌の密接聴取記載

86 

ン

昭和昨年2月

γター資料護

メモなどの資料は，以降，

呼ぶ） [f'八鰭製鉄所教習所語

八轄製鉄所教習所同窓会 F教習所持代の追櫨控談

昭和35年， p.3.，教習所高等科1回生高山積

現代日本産業発達史研究会 鱒 p.343

p.679～681 lf'S本製鉄株式会社史J昭和34年

p.689 

ンタ｝資料 昭和15年 5刃1日

ト経涜J第96ゑ昭

和15年， p.13,14

前掲書 F工場ニ於ケノレ中盤工ノ養成Jの誤題（2)

ノ幾割ヲ必要トス

ノレカJ~こ対する報告は，中盤工のとらえ方にも議

あ々るが， 20～30%がほとんどである。
前掲番 p.718



谷宗綾口述 FE鉄作業教範及実習指導要項に就い

てJ年代不詳（昭和20年項であろう） p. 5. 以下，

と大井良談による

3.の記載がおかしいが，謄写脱 F作業教範作成手

II換Jには， 3と5が入れかわっている。突際の作

成にあたっては？操作票が先に出来たが，材料票，

工具崇が出来ないと，その番号識に記入出来ない

ので，本文のよう広整理したのであろう。

lf'S本製鉄株式会社史J前掲醤 p.725 

八幡製鉄所教育局 F作業教範索引表J昭和19年9

月

F持本製鉄事長式会社史J前掲書 p.725 

谷宗畿日述前掲害関 p.27.以下この資料によ

る

56) 八幡製鉄所教育局 F教育局桜搭援要a昭和17年11
月

33) 

57) 

58) 

59) 

60) 

61) 

p.5 

告書

F日本製鉄株式会社史s前掲書 p.717 
If／＼轄製鉄所五十年史J昭和25年 p.205

昭和55年 7}129自ラ大弁英夫氏から開きとり

を行った〈於：教育センタへ以誇大井弐談と記

す）。翌3013，加瀬農作民から開きとり調査を行

った（於：加議玉三宅今以持方口頭氏談と記す）。な

お両氏の略授は9

昭和5年入所グレ〕ンマン 5年，

教習所高等科目回生。昭和12年監査課。自ヌド

「｛乍染訴究諺習会Jに庶遣される。

作成？こ：専念。

入所。昭和5年監理部。

、、B
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v

q

4

1

U

G

J

V

つd

ンタ｝資料 F作業教範援要議

メモ資料

前掲翠鱗 p.19

(4) p. 325～332 
蔀掲書鱒 p.23

鶴 p.3

鶴 p.4

現在までのところラ他の資料を見い出していな

いむしかし，官uえば鉄道省工作局で札昭和4

から作業研究にとり結んでもおり，技能者養成も

くから組織的に宥われている。そこで，どのよ

うに行われてきたか検討すること札次の課題と

している。

教育言fl議のための作業分析は， 1910年代の終り

よりラロシア法の影響も受けていたアメジカで組

織的に行われるようになってきた。それは，アメ

Pカ合衆毘職業教青島ラ教育局職業教育部など

で，職業技鮪教育の中で教えるべき内容を決

しヲ教育計画を編成するために行われた。〈長在

JI！諒 前掲書店））八幡製鉄所の作業分析は，現場

でのずF業指導を自的としていたから，それと同じ

ではないが，共通したところがあると言える。

注む）に問じ

前掲資料線

民本鋸管Jll崎製鉄所勤労諜 li"f'p業教育のための標

準作業方誌の設定について」年代不詳（昭和27年

以降〉

大井民談

（昭和田年10}16日受理）

教育センタ

大井A;談

加瀬農作編

隅谷三喜男

加瀬康作瀦

谷宗按口述

p.4 

呑宗雄口述

、I
J

、、，／、
i
f

、1
ノ
、
｝
ノ
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ノ
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s
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ed｛
5
4
5
7
1
8
9
0
Z

6

6

ら
円
。
円
。

6

5

6

7

7

町召和15年4Jj 8～訪日ニ亙ノレ

経過a昭和15年5

の乳加顕民ラ大井主主談

加額A;談

ている）

ンタ

本店ニ於ケ

足。

39) 

長。）

昭和18年 7 ）王子 3帯及u~ ， 加瀬民談

昭和路年9月

、てJ昭和19年

れら

p.42雰長2)

43) 

経）

72) 

73) 

74) 

75) 

45) 

46) 

47) 

48) 

49) 

刻

印

関

却

時 龍掲資料犠

76) 
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年8）ヨ
加議農作謡ヲ55) 




